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補
正
予
算
　

令
和
７
年
度
都
留
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

■
１
億
５
１
３
万
９
千
円
を
追
加

《
主
な
歳
出
の
内
容
》

　
●
市
長
任
期
満
了
に
伴
う
退
職
手
当
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
千
９
５
９
万
４
千
円

　
●
人
事
院
及
び
山
梨
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
を
踏
ま
え
た
給
与
改
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
千
５
５
４
万
５
千
円

令
和
７
年
度
都
留
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

■
１
千
１
２
８
万
３
千
円
を
追
加

　
●
人
事
院
及
び
山
梨
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
を
踏
ま
え
た
給
与
改
定

令
和
７
年
度
都
留
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

■
５
億
２
千
２
３
６
万
円
を
追
加

《
主
な
歳
出
の
内
容
》

　
●
文
書
電
子
化
事
業
、
L
G
W
A
N
系
端
末
増
設
事
業
　
　
　
　
8
8
1
万
9
千
円

　
　
文
書
の
電
子
化
に
係
る
機
器
の
整
備
等
に
要
す
る
経
費
で
す
。

　
●
障
害
者
計
画
・
第
8
期
障
害
福
祉
計
画
・
第
4
期
障
害
児
福
祉
計
画
策
定
事
業
、

　
地
域
福
祉
計
画
策
定
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
9
7
万
6
千
円

　
　
各
計
画
の
策
定
に
向
け
、
市
民
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
●
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
・
障
害
児
通
所
給
付
費
等
　
　
　
　
　
　
　
4
千
2
万
円

　
　
障
害
福
祉
施
設
入
所
者
に
係
る
経
費
と
児
童
発
達
支
援
事
業
や
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

　
ビ
ス
に
係
る
経
費
を
増
額
し
ま
す
。
　
　
　

　
　

《
制
定
》

都
留
市
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場
条
例

　
都
留
市
宝
の
山
ふ
れ
あ
い
の
里
条
例
が
廃
止
と
な
る
た
め
、
同
条
例
に
規
定
さ
れ
て

い
た
都
留
市
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場
の
設
置
・
管
理
・
運
営
に
関
す
る
こ
と

を
新
た
に
規
定
し
ま
す
。 

《
改
正
》

都
留
市
職
員
給
与
条
例

　
山
梨
県
の
人
事
委
員
会
の
勧
告
等
を
踏
ま
え
改
正
し
ま
す
。

都
留
市
長
等
の
給
与
条
例

　
市
長
の
任
期
に
お
け
る
給
料
を
減
額
し
ま
す
。

都
留
市
火
災
予
防
条
例

　
林
野
火
災
注
意
報
や
林
野
火
災
警
報
の
発
令
等
に
つ
い
て
定
め
ま
す
。

　
※
14
ペ
ー
ジ
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
の
主
な
質
疑
内
容
も
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ

　
さ
い

都
留
市
長
等
の
給
与
条
例

　
一
般
職
の
常
勤
職
員
の
給
与
改
定
等
を
踏
ま
え
改
正
し
ま
す
。

《
廃
止
》

都
留
市
宝
の
山
ふ
れ
あ
い
の
里
条
例

　
令
和
７
年
度
を
も
っ
て
「
都
留
市
宝
の
山
ふ
れ
あ
い
の
里
」
の
施
設
利
用
を
終
了
し

ま
す
。

条
　
　
例

令
和
７
年
12
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
主
な
こ
と
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12
月
定
例
会

会
期
日
程

◆
12
月
10
日
　
本
会
議

　（
開
会
）　

　◎
会
議
録
署
名
議
員
の

　
　指
名

　◎
会
期
の
決
定

　◎
提
出
議
案
の
市
長
説
明

　
　並
び
に
所
信
表
明

　◎
議
案
審
議

　◎
議
案
の
委
員
会
付
託

　◎
大
月
都
留
広
域
事
務
組
合
議

　
　

 

会
議
員
の
補
欠
選
挙

◆
12
月
22
日
　
本
会
議

　◎
代
表
質
問

◆
12
月
23
日
　
本
会
議

　◎
一
般
質
問

◆
12
月
24
日
　
　

　総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　社
会
厚
生
常
任
委
員
会

◆
12
月
26
日
　
本
会
議

　（
閉
会
）　

   

社
会
厚
生
常
任
委
員
会

　◎
委
員
長
報
告

　◎
議
案
審
議

　
●
病
院
事
業
繰
出
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
千
4
9
7
万
8
千
円

　
　
都
留
市
立
病
院
の
運
営
状
況
を
踏
ま
え
、
繰
出
基
準
に
基
づ
き
繰
り
出
し
ま
す
。

　
●
高
等
教
育
の
修
学
支
援
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
億
1
千
2
1
9
万
円

　
　
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
に
基
づ
く
、
都
留
文
科
大
学
に
お
け
る
授
業
料
等

　
　
の
減
免
対
象
者
が
当
初
見
込
を
大
幅
に
上
回
っ
た
た
め
増
額
し
ま
す
。

　
●
文
化
財
保
存
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
0
万
円

　
　
市
指
定
天
然
記
念
物
「
八
王
子
神
社
の
イ
チ
ョ
ウ
」
の
保
全
に
係
る
経
費
を
助
成

　
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
都
留
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

■
３
億
９
千
４
７
５
万
８
千
円
を
追
加

《
主
な
歳
出
の
内
容
》

　
●
み
ん
な
で
頑
張
ろ
う
！
地
域
の
元
気
応
援
給
付
金
支
給
事
業
　
１
億
４
千
６
７
３
万
千
円

　
　
令
和
8
年
1
月
1
日
時
点
で
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
市
民
に
対
し
、

1
人
に
つ
き
現
金
5
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

　
●
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
支
給
事
業
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
４
千
７
５
０
万
３
千
円

　
　
令
和
7
年
9
月
分
の
児
童
手
当
支
給
対
象
児
童
と

令
和
7
年
10
月
1
日
か
ら
令
和
8
年
3
月
31
日
ま

で
に
出
生
し
た
児
童
の
保
護
者
等
を
対
象
に
、
児

童
1
人
に
つ
き
4
万
円
（
国
2
万
円
・
山
梨
県
2

万
円
）
を
支
給
し
ま
す
。

　
●
教
育
長
辞
職
に
伴
う
退
職
手
当 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
０
１
万
６
千
円

令
和
７
年
度
都
留
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
物
価
高
騰
に
よ
る
市
民
と
企
業
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
６
か
月
間
の
水
道
使
用

料
の
基
本
料
金
を
免
除
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
都
留
市
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
水
道
事
業
会
計
と
同
様
に
、
６
か
月
間
の
水
道
使
用
料
の
基
本
料
金
を
免
除
し
ま
す
。

指
定
管
理
者
の
指
定
（
道
の
駅
つ
る
）

　
○
株
式
会
社
せ
ん
ね
ん
の
里
つ
る

市
道
の
路
線
の
認
定

　
○
四
日
市
場
田
代
辻
瀬
中
線
（
4
5
2
・
2
0
ｍ
）

教
育
委
員
会 

教
育
長

〇
古
川
渡
　 

大
竹
　
太

議
員
提
出
議
案
第
4
号

都
留
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例

　
特
別
職
と
一
般
職
の
給
与
改
定
等
、
都
留
市
職
員

等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
を
踏
ま
え
、

改
正
し
ま
す
。

定例会で決まった主なこと12月
定例会

議
員
提
出
議
案

人
事
案
件

そ
の
他

市
議
会
議
員
の
辞
職

　
次
の
市
議
会
議
員
よ
り
、
議
員
辞
職
願
が

提
出
さ
れ
、
許
可
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
日
向
　
美
徳
　
議
員

　
（
令
和
7
年
10
月
30
年
辞
職
）
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私
は
、
去
る
11
月
16
日
に
執
行
さ
れ
た
市
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご
支
援
、
ご
信

任
を
賜
わ
り
、
第
９
代
都
留
市
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
市
長
就
任
は
こ
の
上
な
い
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と

も
に
、
そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た

し
ま
す
。 

　
私
は
都
留
で
生
ま
れ
、
都
留
で
育
ち
ま
し
た
。
子
ど
も
の

時
代
も
、
働
き
な
が
ら
子
育
て
を
し
て
き
た
今
も
、
ず
っ
と

こ
の
ま
ち
で
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
都
留
市

の
今
と
未
来
に
責
任
を
持
ち
た
い
。
そ
し
て
、
次
の
世
代
に

も
「
こ
の
ま
ち
で
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
都
留
市
を
皆
様
と
一
緒
に
つ
く
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
保
育
園
の
保
護
者
会
、
小
・
中

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
子
育
て
世
代
や
教
育
現
場
と
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
奉
仕
活
動
や
地
域
活
動
な

ど
を
通
じ
て
、
地
域
に
も
関
わ
り
、
さ
ら
に
、
親
の
介
護
を

通
じ
て
高
齢
者
福
祉
の
現
実
と
も
向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
経
験
の
中
か
ら
、「
す
べ
て
の
世
代
の
声
が
届

く
ま
ち
づ
く
り
」
を
信
条
と
し
て
、
都
留
市
議
会
議
員
に
立

候
補
し
、
３
期
を
務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
市
民

の
皆
様
の
目
線
に
立
ち
、
皆
様
の
声
を
真
摯
に
お
聞
き
し
、

行
政
に
届
け
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

生
か
し
、
市
政
の
か
じ
取
り
を
担
う
市
長
と
し
て
、
市
民
の

皆
様
の
想
い
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
市
民
の
皆
様
が
、

「
こ
の
ま
ち
に
生
ま
れ
、
こ
の
ま
ち
で
育
ち
、
こ
の
ま
ち
で

暮
ら
す
こ
と
が
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
都
留
市

づ
く
り
に
、
全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
今
回
の
市
長
選
挙
を
顧
み
て
、
公
平
・
公
正
、
透

明
で
開
か
れ
た
都
留
市
を
実
現
し
て
欲
し
い
と
い
う
市
民
の

声
が
、
大
き
な
潮
流
と
な
っ
て
現
れ
た
も
の
と
受
け
と
め
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
私
は
、
「
市
民
の
声
が
届

く
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、
す
べ
て
の
市
民
と

共
に
創
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

　
私
は
、
今
回
、
市
内
を
く
ま
な
く
巡
り
、
多
く
の
市
民
の

皆
様
か
ら
ご
意
見
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
、
一

番
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
の
が
「
物
価
高
で
生
活
が
苦
し
い
」

と
い
う
声
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
市
民
の
声
に
応
え
る

た
め
に
、「
物
価
高
で
苦
し
ん
で
い
る
市
民
の
皆
様
の
暮
ら

し
を
守
る
」
こ
と
を
、
第
一
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
都
留
市
の
財
政
は
健
全
で
あ
る
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
度
の
決
算
で
は
、
経
常
収
支
比
率

94
・
5
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
極
め
て
硬
直
化
し
た
財
政
状
況

に
陥
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
硬
直
化
し
た
財

政
を
立
て
直
し
、
物
価
高
で
苦
し
む
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る

と
共
に
、
新
た
な
成
長
戦
略
を
推
進
す
る
た
め
、
ハ
コ
モ
ノ

行
政
か
ら
脱
却
し
、
身
を
切
る
改
革
を
断
行
す
る
な
ど
「
市

民
目
線
で
税
金
の
使
い
道
を
変
え
る
」
と
い
う
強
い
覚
悟
を

持
っ
て
、
都
留
市
の
行
財
政
経
営
に
当
た
り
ま
す
。 

　
私
は
、
市
政
刷
新
に
向
け
た
「
チ
ェ
ン
ジ
」
、
す
べ
て
の

市
民
と
共
に
創
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
活
気
あ
ふ
れ
る
都

留
市
を
取
り
戻
す
た
め
「
都
留
再
生
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、「
都
留
再
生
」
を
実
現
す
る
た
め
、

３
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
19
の
施
策
を
公
約
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
、
来
年
度
の
当
初
予
算
、
さ
ら
に
、
現
在
、
策
定

作
業
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
「
第
７
次
都
留
市
長
期
総
合
計

画
」
に
落
と
し
込
む
と
と
も
に
、
そ
の
計
画
の
柱
と
し
て
、

将
来
を
見
つ
め
、
今
を
創
る
た
め
、
教
育
を
核
に
さ
ま
ざ
ま

な
産
業
や
文
化
が
栄
え
る
「
教
育
首
都
つ
る
バ
ー
ジ
ョ
ン

２
・
０
」
の
推
進
を
位
置
づ
け
、
全
体
像
の
具
体
化
に
向
け

た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
し
っ
か
り
描
き
、
実
現
に
繋
げ
て
行
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
市
民
の
皆
様
の

声
や
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
さ
ら
に

税
金
の
使
い
道
な
ど
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
て
、
具
体
的
な

内
容
や
そ
の
進
め
方
を
決
定
し
、
着
実
に
実
現
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
議
員
各
位
を
初
め
、
市
民
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
何
と
ぞ
力
強
い
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

日向 美徳市長

令
和
７
年
12
月
定
例
会

市
長
の

市
長
の
所
信
表
明

所
信
表
明



5　つる市議会だより

市民の皆様がこのまちに生まれ、このまちで育ち、このまちで暮らすことが、よかった
と思える都留市の実現

【具体的な施策】
「公共事業の透明化と公平・公正な行財政改革の推進」「審議会の女性比率の向上」「職員が意

欲を持って働ける市役所づくり」「伝統産業の振興・先端産業の誘致」「起業化•事業化の支援」

「交流人口等を拡大するため『地域まるごとホテル構想』の推進」「防災拠点の強靱化」「避難時

用の備品等を拡充した災害対策の強化」など 

　３ つのビジョンと 19 の施策

第1のビジョン     「豊かな暮らしの実現」

市民から信頼され、愛される市立病院づくり、福祉・介護などすべての世代に切れ目の
ない福祉サービスの充実に取り組み、市民の皆様が安全で安心して暮らせる都留市の
実現

【具体的な施策】
「独立行政法人化せずに市立病院の経営改革の推進」「県立病院を核に大月・上野原３病院の連

携強化を図り、安心な地域医療体制の構築」「各種の介護老人福祉施設の充実による家族の介護

負担の軽減」「健康寿命延伸の支援•推進体制の整備」「社会人の新たな知識やスキルを身につけ

る学び直し（リカレント教育）の支援」など

第2のビジョン     「安心できる医療•福祉の実現」

若い世代が希望を抱いて住み続け、安心して結婚、出産、子育てができる都留市の実現

【具体的な施策】
「空き家・市営住宅・廃校を民間活用によりリニューアルし、安価で良質な住環境や地域活性化拠

点の整備」「幼少期から英語やＩＣＴに触れる機会創出の支援」「地元企業への就職促進のため奨

学金の返還を支援」「都留文科大学の充実」「民間の力を活用し人材養成の教育機関の創設」「再

生可能エネルギー、水素などのクリーンエネルギー導入の促進」など

第3のビジョン   「未来への希望が持てる都留市の実現」

日向市長
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12月定例会　代表質問・一般質問 目 次

　　新　風 　　　  小澤　　眞　議員　　　　　　　　　　　　　1

（1）今後の都留市政全般について

　　　　　　

７ページ

　　創政会 　　　  奥脇　隆夫　議員　　　　　　　　　　　　　2

（1）新市長の公約の実現について
（2）安心・安全なまちづくりについて
（3）公共交通について

８ページ

　　政策研究会　　志村　武彦　議員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

（1）厚原牛石地区企業誘致事業について
（2）財政状況について
（3）セーフコミュニティ・インターナショナルセーフスクール事業について
（4）第７次都留市長期総合計画及び都留市都市計画マスタープランの見直しについて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

９ページ

代表質問

　　小林　健太　議員　　　　　　　　　　　　　2

（1）行財政改革について
（2）選挙・政治参加の健全化について

10ページ

　　小俣　哲夫　議員　　　　　　　　　　　　　3

（1）教育首都つるバージョン2.0について
（2）市政運営について　ほか

11ページ

　　国田　正己　議員　　　　　　　　　　　　　7

（1）未来をつくる専門学校構想について
（2）インターナショナル・セーフ・スクール（ＩＳＳ）について

13ページ

　　山本　美正　議員　　　　　　　　　　　　　8

（1）消防広域化について
（2）安心できる医療・福祉の実現について

13ページ

　　谷垣　喜一　議員　　　　　　　　　　　　　1

（1）重点支援地方交付金の活用について
（2）認知症施策推進計画について　ほか

10ページ

　　小俣　義之　議員　　　　　　　　　　　　　5

（1）安心して移動できる都留市について
（2）市政運営の方針について

12ページ

　　宮林　　俊　議員　　　　　　　　　　　　　4

（1）子育て政策について

11ページ

　　小俣　　武　議員　　　　　　　　　　　　　6

（1）都留市立病院について　ほか

12ページ

一般質問

市
政
を
問
う

　議
会
だ
よ
り
で
は
、
質
問
と
答
弁
の
要
旨

を
掲
載
し
ま
す
。
全
文
に
つ
い
て
は
、
会
議

録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　会
議
録
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
立
図
書

館
及
び
都
留
文
科
大
学
図
書
館
、
各
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　ま
た
、
Y
o
u
T
u
b
e
で
も
録
画
配
信
し

て
い
ま
す
。

会議録検索システムYouTubeでの録画配信
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代表
質問市政を問う！

新風　小澤 眞議員

未
来
へ
の
希
望
が
持
て
る
都
留
市
の

実
現
と
は
。

若
い
世
代
が
希
望
を
抱
い
て
住
み
続

け
、
安
心
し
て
結
婚
、
出
産
、
子
育

て
が
で
き
る
都
留
市
の
実
現
を
目
指
す
も
の

で
あ
り
、
具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
、
「
空

き
家
・
市
営
住
宅
・
廃
校
を
民
間
の
力
で
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
安
価
で
良
質
な
住
環
境
や

地
域
活
性
化
拠
点
の
整
備
」
「
幼
少
期
か
ら

英
語
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
触
れ
る
機
会
創
出
の
支

援
」「
地
元
企
業
へ
の
就
職
促
進
の
た
め
奨

学
金
の
返
還
を
支
援
」「
都
留
文
科
大
学
の

充
実
」「
民
間
の
力
を
活
用
し
た
人
材
養
成

の
教
育
機
関
の
創
設
」「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
水
素
な
ど
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
の
促
進
」
な
ど
に
取
り
組
む
。

水
道
料
金
に
つ
い
て
伺
う
。

令
和
６
年
３
月
、
令
和
６
年
か
ら
令

和
15
年
ま
で
を
計
画
年
度
と
す
る

「
第
２
次
都
留
市
水
道
事
業
・
簡
易
水
道
事

業
経
営
戦
略
」
が
策
定
さ
れ
、
令
和
９
年
度

と
令
和
14
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
１
４
０
パ
ー
セ

ン
ト
の
料
金
改
定
が
盛
り
込
ま
れ
、
令
和
６

年
３
月
22
日
に
は
都
留
市
水
道
運
営
委
員
会

か
ら
市
長
宛
に
経
営
戦
略
と
し
て
妥
当
な
内

容
で
あ
る
と
答
申
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
水
道
は
、
日
常
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
も
安
定
的
に
、
安
全
・
安
心
な
水
道

水
を
供
給
す
る
た
め
に
は
、
老
朽
化
し
た
水

道
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
、
自
然
災
害
に
備
え

た
強
靱
化
は
不
可
欠
と
な
る
が
、
一
方
、
水

道
料
金
の
急
激
な
大
幅
値
上
げ
は
市
民
生
活

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、「
市
民
の

皆
様
の
暮
ら
し
を
守
る
」
観
点
か
ら
、
一
度

に
、
か
つ
大
幅
に
値
上
げ
す
る
こ
と
を
で
き

る
限
り
抑
制
す
る
た
め
、
様
々
な
方
策
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
喫
緊
の

取
組
と
し
て
、
こ
の
た
び
の
国
の
物
価
高
騰

対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
て
、
基
本
料
金
を
６
か
月
間
免
除
に
す

る
対
策
を
実
施
で
き
る
よ
う
調
整
を
進
め
て

い
る
。地

域
商
品
券
と
は
。

市
民
の
切
な
る
要
望
に
応
え
る
た

め
、
物
価
高
対
策
と
し
て
地
元
商
店

街
の
振
興
と
市
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
私
が
市
長
に
就
任
し
た
こ
と
を
受
け

て
、
市
民
の
皆
様
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早

く
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
た
め
、
財
源
と
し
て
、
こ
の
た
び
の

国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
県
の
取
組
も
総

括
的
に
勘
案
し
た
上
で
市
の
支
援
策
を
講

じ
て
い
く
。

　
実
施
方
法
と
し
て
は
、
経
費
の
削
減
や
関

係
者
の
負
担
を
軽
減
し
、
さ
ら
に
市
民
の
立

場
に
立
っ
た
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
対
応
を
優

先
し
て
、
公
約
に
掲
げ
た
地
域
商
品
券
に
こ

だ
わ
ら
ず
に
、
市
民
一
人
５
千
円
を
現
金
で

給
付
で
き
る
よ
う
調
整
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
元
商
店
や
事
業
者
等
へ
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
の
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
追
っ
て
具
体
的
な

支
援
策
を
講
じ
て
い
く
。

学
校
外
教
育
の
負
担
軽
減
と
は
。

経
済
格
差
に
よ
る
教
育
格
差
は
、
放

課
後
に
生
ま
れ
や
す
い
状
況
で
あ

り
、
実
際
、
世
帯
収
入
が
高
い
ほ
ど
学
校
外

教
育
費
の
支
出
が
多
い
傾
向
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
保
護
者
の

経
済
状
況
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
教
育
環
境
の

格
差
が
生
ま
れ
な
い
よ
う
塾
や
習
い
事
、
各

種
教
室
等
の
学
校
外
教
育
の
負
担
軽
減
を
通

じ
て
、
子
供
た
ち
の
学
力
や
学
習
意
欲
の
向

上
を
図
り
、
個
性
や
才
能
を
伸
ば
す
機
会
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
世
帯
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

今後の都留市政全般について問う

問答

答問

問答問答
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創政会　奥脇 隆夫議員

公
約
の
実
現
に
つ
い
て
伺
う
。

「
市
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を
守
る
」
こ

と
を
第
一
に
取
り
組
む
施
策
と
し
て

掲
げ
、
具
体
的
な
公
約
と
し
て
５
項
目
を
掲

げ
た
。

　
１
つ
目
は
、「
水
道
料
金
の
大
幅
な
値
上

げ
の
抑
制
」
で
、
喫
緊
の
取
組
と
し
て
水
道

料
金
の
基
本
料
金
を
６
か
月
間
免
除
に
す
る

対
策
を
実
施
で
き
る
よ
う
調
整
を
進
め
て
い

る
。
２
つ
目
は
、「
み
ん
な
で
頑
張
ろ
う
地

域
商
品
券
」
の
配
布
で
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る

対
応
を
優
先
し
て
、
市
民
一
人
５
千
円
を
現

金
で
給
付
で
き
る
よ
う
調
整
を
進
め
て
い

る
。
３
つ
目
は
、「
す
べ
て
の
０
歳
か
ら
２

歳
児
の
保
育
料
の
無
償
化
、
お
む
つ
代
の
支

援
」
で
、
新
年
度
に
は
持
続
可
能
な
制
度
設

計
を
行
い
、
早
期
に
実
現
で
き
る
よ
う
取
り

組
み
た
い
。
４
つ
目
は
、「
学
校
外
教
育
の

負
担
軽
減
」
で
、保
護
者
の
経
済
状
況
に
よ
っ

て
子
ど
も
の
教
育
環
境
の
格
差
が
生
ま
れ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
掲
げ
た
。
５

つ
目
は
、「
全
戸
に
行
き
届
く
公
共
交
通
の

整
備
」
で
、
費
用
を
抑
え
た
持
続
可
能
で
全

市
民
が
不
自
由
な
く
利
用
で
き
る
公
共
交
通

の
整
備
に
発
展
さ
せ
て
い
く
。

防
災
無
線
の
現
状
認
識
と
今
後
の
方
向

性
は
。

市
内
で
は
、
防
災
行
政
無
線
の
屋
外
放

送
が
一
部
地
域
で
聞
き
取
り
づ
ら
い
状

況
が
生
じ
て
お
り
、
従
来
型
の
屋
外
放
送
だ

け
で
は
十
分
で
は
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
屋
外
の
防
災
行
政
無
線
放
送
に
加
え
、

メ
ー
ル
配
信
、電
話
応
答
サ
ー
ビ
ス
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な

ど
、
複
数
の
手
段
を
用
い
て
災
害
情
報
を
伝

達
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
情
報
を
受
け
取

る
媒
体
を
持
た
な
い
方
も
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
本
市
に
最
適
な
情
報
伝
達
手
段
の
在
り

方
に
つ
い
て
対
策
を
進
め
て
い
る
。

　
今
後
新
た
な
伝
達
手
段
の
導
入
に
当
た
っ

て
は
、
効
果
と
コ
ス
ト
を
十
分
に
考
慮
し
、

様
々
な
媒
体
を
活
用
し
た
確
実
な
情
報
伝
達

体
制
の
検
討
と
整
備
を
進
め
て
い
く
。

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
既
に

デ
ー
タ
が
出
て
分
析
も
さ
れ
て
い
る
中

で
、
事
業
を
継
続
す
る
必
要
は
あ
る
か
。
こ

れ
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
利
用
し
て
独
自
の
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と
は
不

可
能
な
の
か
。
こ
の
予
算
を
、
市
内
の
実
施

団
体
に
支
出
し
て
も
い
い
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。セ

ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
以
外
に
も

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

事
業
を
進
め
て
い
る
た
め
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
要
素
を
そ
の
他
の
業
務
に
落
と
し

込
む
こ
と
や
連
携
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
仮
定
の
話
に
は
な
る
が
、
各
地
域
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
会
な
ど
が
、
地
域
課
題
の

解
決
策
の
一
つ
と
し
て
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
各
対
策
委
員
会
で
の
取
組
を
担
っ
て

い
た
だ
く
な
ど
し
て
費
用
が
増
大
し
、
既
存

の
補
助
内
で
賄
わ
れ
な
く
な
っ
た
場
合
な
ど

は
、
補
助
額
の
改
定
も
検
討
で
き
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

目
指
す
べ
き
公
共
交
通
の
整
備
の
方

向
性
と
プ
レ
運
行
の
利
用
状
況
を
伺

う
。

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
生
活
を
支

え
る
持
続
可
能
な
便
利
で
利
用
し
や

す
い
公
共
交
通
の
実
現
に
向
け
、
現
在
、Ａ

Ｉ
デ
マ
ン
ド
交
通
と
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

プ
レ
運
行
を
実
施
し
て
い
る
。Ａ
Ｉ
デ
マ
ン

ド
交
通
は
、
車
を
持
た
な
い
大
学
生
の
移
動

や
運
転
免
許
を
返
納
し
た
高
齢
者
の
利
用
を

目
的
に
整
備
し
て
お
り
、
４
月
か
ら
の
本
格

運
行
に
向
け
、
運
行
条
件
等
の
改
善
に
努
め

て
い
く
。

　
プ
レ
運
行
の
利
用
状
況
は
、
11
月
12
日
か

ら
30
日
ま
で
で
、
運
行
回
数
1
7
9
回
で
１

日
平
均
9
・
4
回
、
利
用
者
数
は
延
べ

1
9
7
名
で
あ
る
。

新市長の公約の実現について問う

安
全・安
心
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
問
う

公
共
交
通
に
つ
い
て
問
う

問答

代表
質問

問答問答

問答



9　つる市議会だより

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ー
フ
ス
ク
ー
ル

事
業
に
つ
い
て
問
う

第
７
次
都
留
市
長
期
総
合
計
画

及
び
都
留
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
つ
い
て
問
う

財
政
状
況
に
つ
い
て
問
う

市政を問う！

政策研究会　志村 武彦議員

厚
原
牛
石
地
区
企
業
誘
致
事
業
の
進

捗
状
況
と
事
業
費
は
。

現
在
、
埋
蔵
文
化
財
の
試
掘
調
査
と

本
掘
調
査
を
進
め
る
と
と
も
に
、
都

留
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
道

路
と
な
る
栄
町
長
者
町
線
支
線
３
号
（
牛
石

橋
）
補
修
補
強
工
事
を
工
業
団
地
整
備
と
併

せ
て
実
施
し
て
い
る
。

　
事
業
費
は
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
方
法
な
ど

が
確
定
し
て
い
な
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
都

留
市
土
地
開
発
公
社
へ
の
業
務
委
託
部
分
を

含
め
、
現
時
点
で
、
用
地
費
約
１１
億
３
千
万

円
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
費
約
４
億
４
千
万

円
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
費
約
13
億
５
千
万
円
の

合
計
約
29
億
２
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

遺
跡
発
掘
調
査
の
進
捗
状
況
と
そ
の

費
用
は
。

現
在
、
試
掘
調
査
を
実
施
し
て
お

り
、
先
行
区
画
は
、
令
和
８
年
12
月

の
完
了
に
向
け
調
査
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
試
掘
調
査
は
、
お
お
む
ね
４
千
万

円
を
見
込
み
、
都
留
市
土
地
開
発
公
社
が
発

注
主
体
と
な
る
本
掘
調
査
は
、
お
お
む
ね
３

億
円
と
聞
い
て
い
る
。

今
後
の
予
定
は
。

用
地
交
渉
と
埋
蔵
文
化
財
調
査
を
継

続
し
、
調
査
が
完
了
し
た
区
画
か
ら

順
次
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
着
手
し
、
整
備
が

完
了
し
た
区
画
か
ら
企
業
へ
の
引
渡
し
を

行
う
。

カ
ナ
デ
ビ
ア
株
式
会
社
・
山
梨
県
・
本

市
で
締
結
し
た
協
定
書
と
は
。

主
な
内
容
は
、「
工
場
建
設
へ
の
支
援

体
制
の
確
立
」「
操
業
に
伴
う
地
元
雇

用
や
地
元
企
業
の
活
用
に
よ
る
地
域
振
興
」

「
水
素
社
会
の
実
現
」
に
向
け
て
、
３
者
が

連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
の
財
政
状
況
は
。

一
般
会
計
に
お
け
る
令
和
６
年
度
末

の
市
債
現
在
高
１
１
１
億
５
千
９
５

７
万
６
千
円
の
う
ち
、
臨
時
財
政
対
策
債
が

46
億
３
千
３
４
７
万
８
千
円
で
あ
り
、
実
質

的
な
市
債
現
在
高
は
65
億
２
千
６
０
９
万
８

千
円
で
あ
る
。

令
和
６
年
度
決
算
時
の
経
常
収
支
比
率

は
。

令
和
６
年
度
決
算
に
お
け
る
経
常
収
支

比
率
は
94
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

　
経
常
的
な
人
件
費
の
増
加
と
物
価
高
騰
が

要
因
で
あ
る
。

今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

例
年
、
当
初
予
算
に
は
必
要
に
応
じ

た
各
種
基
金
の
目
的
に
沿
っ
た
額
の

繰
り
入
れ
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
８
年
度
も

同
等
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
方
向
性
は
。

関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
市
民
及
び
学
校

関
係
者
へ
の
負
担
が
大
き
い
と
の
声

も
あ
っ
た
た
め
、
様
々
な
市
民
の
意
見
を
踏

ま
え
、
最
適
な
方
向
を
見
出
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ー
フ

ス
ク
ー
ル
事
業
の
他
校
へ
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
学
校
の
主
体
性
を
尊
重
し
て
検
討
し
て

い
く
。今

後
の
方
向
性
と
主
な
事
業
は
。

本
年
度
中
に
基
本
的
な
考
え
方
や
重

点
分
野
の
整
理
を
行
い
、
来
年
度
に

は
「
都
留
市
長
期
総
合
計
画
審
議
会
」
を
設

置
し
、
３
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
政

策
の
実
現
に
向
け
た
内
容
を
盛
り
込
み
、
基

本
構
想
及
び
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い

く
。

　
ま
た
、
第
７
次
都
留
市
長
期
総
合
計
画
策

定
後
に
は
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と

の
整
合
性
の
確
認
を
行
い
、
必
要
が
生
じ
た

際
に
は
、
運
用
面
で
の
補
足
や
計
画
の
一
部

見
直
し
の
要
否
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

厚原牛石地区企業誘致事業について
問う

問答

答 問

問答問答問答

問答答 問問答

問答
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選
挙・政
治
参
加
の
健
全
化

に
つ
い
て
問
う

認
知
症
施
策
推
進
計
画
に

つ
い
て
問
う

一般
質問

小林 健太議員

前
市
長
が
財
政
健
全
化
基
準
を
満
た
し

て
い
る
中
、
全
面
的
に
批
判
し
て
当
選

さ
れ
将
来
負
担
費
比
率
や
実
質
公
債
費
比
率

の
健
全
化
基
準
を
満
た
し
た
上
で
経
常
収
支

比
率
を
70
パ
ー
セ
ン
ト
台
に
す
る
の
は
非
常

に
難
し
い
事
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
同

時
に
公
約
の
実
現
を
し
て
い
く
と
な
る
と
財

源
の
確
保
が
難
し
い
政
策
が
多
く
感
じ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
政
策
展
開
を
す
る
の
か
。

し
っ
か
り
現
状
分
析
を
行
い
、
義
務
的

経
費
で
あ
る
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
職

員
が
意
欲
を
持
っ
て
働
け
る
職
場
づ
く
り
を

前
提
に
、
職
員
の
声
を
聞
く
中
で
、
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
こ
の
た
び
の
国
の
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
と

同
様
に
、
今
後
も
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
公
約
の
実
現
に
繋
げ
て
い
き
た

い
。

近
年
の
選
挙
で
は
誹
謗
中
傷
や
候
補
者

間
の
過
度
な
批
判
が
目
立
ち
、
政
治
離

れ
や
投
票
率
低
下
が
深
刻
だ
が
、
現
状
認
識

と
課
題
は
。

各
種
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
若
い
世
代
ほ
ど

政
治
や
政
策
項
目
な
ど
へ
の
興
味
関
心

が
な
い
こ
と
が
大
き
な
問
題
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
昨
今
の
状
況
を
顧

み
れ
ば
、
批
判
を
伴
う
激
し
い
選
挙
戦
や
公

職
者
に
対
す
る
問
責
的
報
道
な
ど
、
政
治
へ

の
忌
避
感
を
高
め
る
よ
う
な
出
来
事
が
多
く

な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
し
て

感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
残
念
な
が

ら
、
本
市
に
お
け
る
状
況
も
決
し
て
例
外
で

は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
、
ど
の
よ
う
な
手
立
て
が
効
果
的
な

の
か
を
含
め
、
投
票
率
向
上
に
向
け
た
啓

発
、
特
に
若
い
世
代
に
対
し
て
政
治
へ
の
関

心
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
な
手
法
な
ど
に
つ
い

て
、
研
究
し
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

行財政改革について問う

問答

問

谷垣 喜一議員

本
市
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

交
付
金
活
用
に
向
け
た
施
策
と
は
。

第
一
に
、
全
市
民
を
対
象
と
し
た
一
律

５
千
円
の
現
金
給
付
を
実
施
す
る
予
定

で
あ
り
、
第
二
に
、
水
道
基
本
料
金
の
６
か

月
分
の
免
除
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
第
三

に
、
学
校
給
食
費
無
償
化
事
業
へ
の
充
当
予

定
で
あ
り
、
こ
れ
ら
３
つ
の
事
業
は
、
い
ず

れ
も
公
平
性
と
物
価
高
騰
に
よ
る
負
担
を
具

体
的
に
和
ら
げ
る
実
効
性
を
両
立
さ
せ
る
こ

と
を
重
視
し
て
構
成
し
た
。

認
知
症
施
策
推
進
計
画
の
策
定
の
考
え

は
。

第
10
期
介
護
保
険
事
業
計
画
と
一
体
的

な
認
知
症
施
策
推
進
計
画
を
策
定
し
て

い
く
。認

知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
体
制

は
。

平
成
28
年
度
に
設
置
し
、
月
１
回
、
認

知
症
サ
ポ
ー
ト
医
の
助
言
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を
中
心

問答

と
し
た
チ
ー
ム
員
会
議
を
開
催
し
て
い
る
。

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
作
成
・
普
及
の

状
況
は
。

平
成
27
年
に
作
成
し
、
適
宜
情
報
の

更
新
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
配
布

し
て
い
る
。
今
後
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
へ

の
掲
載
と
と
も
に
、
必
要
な
見
直
し
を
行
っ

て
い
く
。

※
こ
の
ほ
か
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
の

配
置
に
つ
い
て
・
認
知
症
基
本
法
の
理
念
や

新
し
い
認
知
症
観
の
普
及
啓
発
活
動
に
つ
い

て
も
質
問
し
ま
し
た
。

重点支援地方交付金の活用
について問う

問答問答

問答

答
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市
政
運
営
に
つ
い
て
問
う

市政を問う！

小俣 哲夫議員

「
教
育
首
都
つ
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
２
・

０
」
の
概
要
と
現
行
施
策
と
の
相
違
点

は
。「

教
育
首
都
つ
る
」
は
、
市
民
と
学
生

が
集
い
、
学
問
や
文
化
・
芸
術
・
体
育

が
融
合
し
た
知
的
風
土
を
醸
す
、
学
園
の
ま

ち
と
し
て
、
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
は
も
と

よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
全
般
に
わ
た
り
都
留
文

科
大
学
等
の
知
的
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
掲
げ
ら
れ
た
。

　
私
は
、「
教
育
首
都
つ
る
」
を
発
展
さ
せ
、

本
市
の
成
長
戦
略
と
し
て
、
都
留
文
科
大
学

を
中
核
に
、
健
康
科
学
大
学
、
産
業
技
術
短

期
大
学
校
、
そ
し
て
、
新
た
に
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
人
材
養
成
の
教
育
機
関
な

ど
を
民
間
の
力
を
活
用
し
て
創
設
し
、
企
業

や
教
育
・
福
祉
・
医
療
施
設
、
研
究
施
設
な

ど
が
集
積
す
る
「
教
育
」
を
核
に
、
様
々
な

産
業
が
栄
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
「
教
育
首
都
つ
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
２
・
０
」

の
実
現
を
掲
げ
て
お
り
、
本
市
の
成
長
戦
略

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
き
た
い
。

市
政
運
営
に
お
け
る
参
与
の
位
置
づ
け
と

行
政
へ
の
関
与
や
議
会
と
の
関
係
性
は
。

問答

参
与
は
、「
都
留
市
顧
問
及
び
参
与
の

設
置
に
関
す
る
規
則
」
に
規
定
さ
れ

た
非
常
勤
の
特
別
職
職
員
で
あ
り
、
職
務
は
、

市
の
特
定
の
分
野
に
お
け
る
専
門
的
ま
た
は

技
術
的
事
項
に
つ
い
て
、
市
長
か
ら
の
相
談

に
応
じ
、
調
査
及
び
研
究
し
、
必
要
な
助
言

を
行
う
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
市
長
の
政
策

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
そ
の
た
め
、
議
会
と
の
直
接
的
な
関
係
性

は
持
た
ず
、
政
策
形
成
に
お
け
る
市
長
へ
の

助
言
が
主
な
役
割
と
な
る
。

「教育首都つるバージョン２．０」
について問う

が
な
い
こ
と
が
大
き
な
問
題
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
昨
今
の
状
況
を
顧

み
れ
ば
、
批
判
を
伴
う
激
し
い
選
挙
戦
や
公

職
者
に
対
す
る
問
責
的
報
道
な
ど
、
政
治
へ

の
忌
避
感
を
高
め
る
よ
う
な
出
来
事
が
多
く

な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
し
て

感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
残
念
な
が

ら
、
本
市
に
お
け
る
状
況
も
決
し
て
例
外
で

は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
、
ど
の
よ
う
な
手
立
て
が
効
果
的
な

の
か
を
含
め
、
投
票
率
向
上
に
向
け
た
啓

発
、
特
に
若
い
世
代
に
対
し
て
政
治
へ
の
関

心
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
な
手
法
な
ど
に
つ
い

て
、
研
究
し
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

宮林 俊議員

2
歳
以
下
の
保
育
料
無
償
化
に
つ
い

て
伺
う
。

財
源
の
確
保
に
関
す
る
検
討
を
行
っ
た

上
で
、
令
和
８
年
度
中
に
無
償
化
を
実

施
し
、
子
育
て
に
係
る
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
保
育
環
境
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
。

2
歳
以
下
の
保
育
料
無
償
化
に
つ
い

て
は
、
な
お
検
討
段
階
と
の
印
象
を

受
け
た
が
、
市
長
と
し
て
「
で
き
る
だ
け
早

期
に
実
施
す
る
」
と
い
う
政
治
的
判
断
を
下

す
考
え
は
あ
る
か
。

私
も
、
市
民
の
声
が
届
く
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
に
、
多
く
の
市
民
の

皆
様
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
関
係
者
に
確

認
を
し
な
が
ら
、
早
期
に
実
現
を
目
指
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

お
む
つ
の
配
布
に
つ
い
て
伺
う
。

現
在
、
物
価
高
騰
が
続
く
中
、
乳
幼
児

を
育
て
る
世
帯
は
よ
り
強
い
影
響
を
受

け
て
い
る
と
の
調
査
結
果
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
乳
幼
児
用
紙
お
む
つ
等
の
購
入
費
用
の

支
援
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
先
行
自
治
体
の
事
例
を
調
査
研
究
す
る
と

と
も
に
、
市
民
の
声
や
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
、
令
和
８
年
度
に
は
持
続
可
能
な

制
度
設
計
を
行
い
、
早
期
に
実
現
で
き
る
よ

う
取
り
組
み
た
い
。

問答問答

物
価
高
の
影
響
は
「
今
」
ま
さ
に
子

育
て
世
代
を
直
撃
し
て
い
る
。
お
む

つ
の
配
付
に
つ
い
て
、
令
和
8
年
度
中
に
、

少
な
く
と
も
モ
デ
ル
事
業
や
試
験
的
実
施
を

行
う
考
え
は
あ
る
か
。

令
和
8
年
度
中
の
事
業
実
施
に
向
け

て
、
で
き
る
限
り
早
期
に
試
験
的
な

実
施
な
ど
も
含
め
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

■
習
い
事
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て

■
空
き
家
・
市
営
住
宅
・
廃
校
の
リ
ニ
ュ
ー

　
ア
ル
に
つ
い
て

子育て政策について問う

答問答

問答 問



つる市議会だより　12

市
政
運
営
の
方
針
に
つ
い
て

問
う

一般
質問

　小俣 武議員

公
立
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
の
進
捗
と

そ
の
成
果
を
伺
う
。

市
立
病
院
で
は
、
令
和
5
年
度
に
総
務

省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
「
都

留
市
立
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、

ま
た
「
公
立
病
院
と
し
て
、
不
採
算
部
門
で

あ
る
救
急
・
小
児
・
周
産
期
・
災
害
な
ど
の

政
策
的
医
療
と
高
度
・
専
門
医
療
を
担
う
こ

と
」「
地
域
住
民
の
生
活
を
支
え
る
『
地
域

密
着
型
の
小
規
模
多
機
能
な
病
院
』
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
こ
と
」
も
担
う
役
割
と
し

て
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
達
成
す
る
た
め
に
、
令
和
６
年

３
月
に
は
山
梨
県
と
「
医
療
措
置
協
定
」
を

締
結
し
、
新
興
感
染
症
の
感
染
拡
大
時
等
に

備
え
た
平
時
か
ら
の
取
組
や
同
年
５
月
に
は

山
梨
県
か
ら
委
託
を
受
け
、「
富
士
・
東
部

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し

た
ほ
か
、
令
和
７
年
４
月
か
ら
は
訪
問
看
護

業
務
を
開
始
し
、
従
来
か
ら
行
っ
て
い
た
訪

問
診
療
と
あ
わ
せ
在
宅
支
援
体
制
の
強
化
を

図
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
令
和
７
年
10
月
に
は
市
か
ら
産

後
ケ
ア
事
業
の
委
託
を
受
け
、
地
域
に
密
着

し
た
医
療
等
を
提
供
で
き
る
よ
う
体
制
づ
く

り
を
行
っ
て
い
る
。

病
院
建
設
か
ら
36
年
が
経
過
す
る
中
で

の
今
後
の
対
策
は
。

「
都
留
市
立
病
院
個
別
施
設
計
画
」
に

沿
っ
て
、
建
物
の
維
持
管
理
を
続
け

て
い
る
が
、
維
持
管
理
に
も
多
額
の
費
用
を

必
要
と
し
て
い
る
た
め
、
特
定
の
時
期
に
財

政
的
負
担
が
集
中
し
な
い
よ
う
に
、
収
支
の

均
衡
を
図
り
な
が
ら
修
繕
時
期
の
調
整
・
平

準
化
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
当
面
の

間
は
、
適
切
な
保
守
点
検
や
修
繕
等
を
行
い

な
が
ら
、
建
物
の
長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

■
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

都留市立病院について問う

小俣 義之議員

「
安
心
し
て
移
動
で
き
る
都
留
市
」
と

は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

市
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を
守
る
５
項
目

の
公
約
の
一
つ
と
し
て
「
全
戸
に
行
き

届
く
公
共
交
通
の
整
備
」
を
位
置
づ
け
て
い

る
。

　
令
和
７
年
11
月
よ
り
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
交
通

の
プ
レ
運
行
と
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
も
路

線
を
拡
大
し
運
行
し
て
い
る
が
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
市
民
の
声
を
令
和
８
年
４
月
か
ら

の
本
格
運
行
に
向
け
て
、
運
行
条
件
等
の
改

善
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
今
後
は
、
地
方
自
治
体
や
N
P
O

法
人
な
ど
が
、
自
家
用
車
を
活
用
し
て
提
供

す
る
運
送
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
「
公
共
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
」
な
ど
を
含
め
、
先
行
自
治
体
の
事

例
を
調
査
研
究
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
声

や
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
交
通
弱

者
の
移
動
手
段
の
確
保
を
第
一
に
、
費
用
を

抑
え
た
、
持
続
可
能
で
全
市
民
が
不
自
由
な

く
利
用
で
き
る
公
共
交
通
の
整
備
に
発
展
さ

せ
て
い
き
た
い
。

公
平
公
正
な
市
政
運
営
と
は
。

問答

先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た
信
頼

と
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
、「
住
み
た
い

ま
ち
」「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
に
都
留
市

を
再
生
し
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継

い
で
い
く
こ
と
が
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
の

重
要
な
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
様
が
、「
こ
の
ま
ち
に

生
ま
れ
、
こ
の
ま
ち
で
育
ち
、
こ
の
ま
ち
で

暮
ら
す
こ
と
が
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
都
留
市
に
す
る
た
め
に
は
、
公
平
公

正
、
透
明
で
開
か
れ
た
市
政
を
実
現
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
自
ら

を
律
し
、
全
身
全
霊
で
市
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
い
く
覚
悟
で
あ
る
。

安心して移動できる都留市に
ついて問う

問 問

問答

答 答



13　つる市議会だより

安
心
で
き
る
医
療・福
祉
の

実
現
に
つ
い
て
問
う

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ー
フ

ス
ク
ー
ル（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）に
つ
い
て

問
う

市政を問う！

国田 正己議員

「
未
来
を
つ
く
る
専
門
学
校
構
想
」
と

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

私
は
、
本
市
の
成
長
戦
略
と
し
て
、
新

た
な
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
人

材
養
成
の
教
育
機
関
な
ど
を
民
間
の
力
を
活

用
し
て
創
設
し
、
都
留
文
科
大
学
を
中
核
に

「
教
育
」
を
軸
と
し
た
様
々
な
産
業
が
栄
え

る
「
教
育
首
都
つ
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
２
・
０
」

の
実
現
を
掲
げ
て
お
り
、
こ
れ
を
「
第
７
次

都
留
市
長
期
総
合
計
画
」
の
中
に
位
置
づ
け
、

具
体
化
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
し
っ
か

り
描
き
、
実
現
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
こ
の
中
で
、
特
に
新
た
な
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
人
材
養
成
の
教
育
機
関
と
な

る
「
未
来
を
つ
く
る
専
門
学
校
」
の
創
設
は
、

重
要
な
役
割
を
担
う
も
の
と
考
え
て
お
り
、

そ
の
実
現
に
は
、
豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
資
金

力
が
あ
る
民
間
の
力
を
活
用
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
具
体
的
な
中

身
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
専
門
家
や
関
係
機

関
を
交
え
、
じ
っ
く
り
と
検
討
し
て
い
く
。

問答

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ー
フ
ス

ク
ー
ル
の
取
組
と
は
。

児
童
生
徒
、
教
職
員
、Ｐ
Ｔ
Ａ
と
地
域

が
一
つ
の
チ
ー
ム
と
な
り
、
国
際
認

証
機
関
の
設
定
す
る
８
つ
の
指
標
の
達
成
に

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の

人
た
ち
に
と
っ
て
学
校
の
環
境
が
よ
り
安
全

な
も
の
と
な
る
よ
う
、
事
故
や
事
件
を
予
防

す
る
活
動
を
実
施
す
る
取
組
で
あ
る
。

審
査
員
か
ら
の
評
価
は
。

令
和
７
年
11
月
に
審
査
を
受
け
、
モ

デ
ル
校
は
両
校
と
も
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ー
フ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
の
認
証

を
受
け
、
２
月
に
認
証
式
を
挙
行
す
る
。

未来をつくる専門学校構想に
ついて問う

「
都
留
市
立
病
院
個
別
施
設
計
画
」
に

沿
っ
て
、
建
物
の
維
持
管
理
を
続
け

て
い
る
が
、
維
持
管
理
に
も
多
額
の
費
用
を

必
要
と
し
て
い
る
た
め
、
特
定
の
時
期
に
財

政
的
負
担
が
集
中
し
な
い
よ
う
に
、
収
支
の

均
衡
を
図
り
な
が
ら
修
繕
時
期
の
調
整
・
平

準
化
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
当
面
の

間
は
、
適
切
な
保
守
点
検
や
修
繕
等
を
行
い

な
が
ら
、
建
物
の
長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

■
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

山本 美正議員

近
隣
市
町
村
と
の
消
防
広
域
化
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺
う
。

消
防
広
域
化
は
、
将
来
的
に
持
続
可
能

な
消
防
体
制
の
構
築
に
向
け
た
重
要
な

選
択
肢
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

本
市
で
は
、
既
に
、
大
月
市
・
上
野
原
市
と

の
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
共
同
運
用
の
ほ

か
、「
山
梨
県
常
備
消
防
相
互
応
援
協
定
」

や
近
隣
消
防
本
部
と
の
「
消
防
相
互
応
援
協

定
」
を
締
結
し
、
運
用
し
て
い
る
。

　
本
市
は
、
市
内
の
ど
の
地
域
に
お
い
て
も

一
定
の
消
防
力
が
保
た
れ
て
い
る
ほ
か
、
安

定
し
た
財
政
運
営
が
で
き
て
い
る
も
の
と
認

識
し
て
お
り
、
広
域
化
に
つ
い
て
は
、
本
市

に
と
っ
て
の
具
体
的
か
つ
実
質
的
な
メ
リ
ッ

ト
を
見
極
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
た

め
、
慎
重
か
つ
丁
寧
に
検
討
を
進
め
て
い

く
。

公
約
第
２
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
施
策
と
は
。

私
の
第
２
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
「
安
心

で
き
る
医
療
・
福
祉
の
実
現
」
と
は
、

市
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
愛
さ
れ
る
市
立

病
院
づ
く
り
や
、
福
祉
・
介
護
な
ど
す
べ
て

の
世
代
に
切
れ
目
の
な
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
取
り
組
み
、
市
民
の
皆
様
が
安
全
で

問答

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
都
留
市
の
実
現
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
、

独
立
行
政
法
人
化
に
よ
ら
な
い
市
立
病
院
の

経
営
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
、
県
立
病
院
を

核
に
大
月
･
上
野
原
３
病
院
の
連
携
強
化
を

図
り
、
安
心
な
地
域
医
療
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
、
各
種
の
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
充
実

に
よ
る
家
族
の
介
護
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
、
健
康
寿
命
延
伸
の
支
援
・
推
進
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
、
社
会
人
の
新
た
な
知
識
や

ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
学
び
直
し
、
い
わ
ゆ

る
「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
」
の
支
援
な
ど
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

消防広域化について問う

問答問答

問答
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総務産業建設 常任委員会

付託された議案6件（条例2件、補正予算1件、その他3件）について、慎重に審査した結果、付託議案の
全てを原案可決としました。

委員長：山口　一裕　副委員長：藤江喜美子
委　員：小俣　義之、谷垣　喜一、山本　美正、志村　武彦、宮林   俊

■審査した議案（付託議案）

都留市火災予防条例中改正の件
都留市宝の山ふれあいの里条例廃止の件
指定管理者の指定の件 (道の駅つる )
財産の無償貸付けの件
市道の路線の認定の件
令和7年度都留市一般会計補正予算 (第 6号 )

・議第77号
・議第78号
・議第79号
・議第80号
・議第81号
・議第82号

委員会の様子

※議第82号は、それぞれの常任委員会で所管する補正予算案を分けて審査します。

【
都
留
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
】

林
野
火
災
注
意
報
の
発
令
基
準
や

発
令
時
の
周
知
方
法
は
。

林
野
火
災
注
意
報
の
発
令
基
準
に

つ
い
て
は
、
前
3
日
間
の
合
計
降

水
量
が
1
ミ
リ
以
下
で
あ
っ
て
、
前
30

日
間
の
合
計
降
水
量
が
30
ミ
リ
以
下
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
は
、
前
3
日
間
の
合

計
降
水
量
が
1
ミ
リ
以
下
で
あ
っ
て
、

乾
燥
注
意
報
が
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
当
日
に
降

水
が
見
込
ま
れ
る
場
合
や
積
雪
が
あ
る

場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
と
さ
れ

て
い
る
。

　周
知
方
法
に
つ
い
て
は
、
防
災
無
線
や

防
災
つ
る
メ
ー
ル
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
等
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

林
野
火
災
警
報
を
発
す
る
基
準
は
。

林
野
火
災
注
意
報
の
発
令
基
準
の

状
況
に
加
え
、
強
風
注
意
報
が
発

表
さ
れ
て
る
場
合
に
発
令
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

【
都
留
市
宝
の
山
ふ
れ
あ
い
の
里
条
例
の

廃
止
】既

存
施
設
等
の
今
後
の
管
理
方
法
は
。

地
域
の
安
全
確
保
を
最
優
先
に
、

残
さ
れ
た
土
地
や
建
物
の
管
理
方

法
を
含
め
、
関
係
各
課
と
連
携
し
検
討
し

て
い
く
。

主
な
質
疑
内
容

答答

12月24日　
午前１0時から

問問答問

代 

表
代 

表
代 

表

藤
江
喜
美
子 

議
員

谷
垣

　喜
一 

議
員

山
口

　一
裕 

議
員

奥
脇

　隆
夫 

議
員

小
澤

　
　眞 

議
員

小
林

　健
太 

議
員

小
俣

　哲
夫 

議
員

宮
林

　
　俊 

議
員

志
村

　武
彦 

議
員

小

　俣

　武 

議
員

奥

　秋

　保 

議
員

新　　風政策研究会 創 政 会

会　派　構　成
令和7年11月25日現在

日向美徳議員の辞職に伴い、

議会運営委員会委員長と副

委員長が変更となり、新たに1

名が委員に選任されました。

　委 員 長　小俣　　武

　副委員長　山口　一裕

　委　　員　谷垣　喜一

議会運営委員会の構成
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12月24日　
　午後1時30分から
12月26日　
　午後10時05分から

【
都
留
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
】

林
野
火
災
注
意
報
の
発
令
基
準
や

発
令
時
の
周
知
方
法
は
。

林
野
火
災
注
意
報
の
発
令
基
準
に

つ
い
て
は
、
前
3
日
間
の
合
計
降

水
量
が
1
ミ
リ
以
下
で
あ
っ
て
、
前
30

日
間
の
合
計
降
水
量
が
30
ミ
リ
以
下
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
は
、
前
3
日
間
の
合

計
降
水
量
が
1
ミ
リ
以
下
で
あ
っ
て
、

乾
燥
注
意
報
が
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
当
日
に
降

水
が
見
込
ま
れ
る
場
合
や
積
雪
が
あ
る

場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
と
さ
れ

て
い
る
。

　周
知
方
法
に
つ
い
て
は
、
防
災
無
線
や

防
災
つ
る
メ
ー
ル
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
等
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

林
野
火
災
警
報
を
発
す
る
基
準
は
。

林
野
火
災
注
意
報
の
発
令
基
準
の

状
況
に
加
え
、
強
風
注
意
報
が
発

表
さ
れ
て
る
場
合
に
発
令
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

【
都
留
市
宝
の
山
ふ
れ
あ
い
の
里
条
例
の

廃
止
】既

存
施
設
等
の
今
後
の
管
理
方
法
は
。

地
域
の
安
全
確
保
を
最
優
先
に
、

残
さ
れ
た
土
地
や
建
物
の
管
理
方

法
を
含
め
、
関
係
各
課
と
連
携
し
検
討
し

て
い
く
。

各委員会の審査内容と結果12月
定例会

社 会 厚 生 常任委員会

付託された議案8件（条例4件、補正予算4件）について審査したところ、12月24日の委員会において「議
第76号 都留市立病院運営委員会条例中改正の件」については、改正条例の施行日等についての質疑が
あり、これを受けて12月25日に施行日にかかる議案の訂正が提出されたため、12月26日に本会議での
承認を経て、再審査を行いました。審査の結果、付託議案の全てを原案可決としました。

委員長：奥脇　隆夫　副委員長：国田　正己
委　員：小俣　武、鈴木　孝昌、小澤　眞、奥秋　保、小林　健太、小俣　哲夫

■審査した議案（付託議案）

都留市ターゲットバードゴルフ場条例制定の件
都留市手数料条例中改正の件
都留市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例等中改正の件
都留市立病院運営委員会条例中改正の件
令和7年度都留市一般会計補正予算 (第 6号 )
令和 7年度都留市介護保険事業特別会計補正予算 (第 3号 )
令和 7年度都留市後期高齢者医療特別会計補正予算 (第 2号 )
令和 7年度都留市病院事業会計補正予算 (第 4号 )

・議第73号
・議第74号
・議第75号

・議第76号
・議第82号
・議第83号
・議第84号
・議第85号

委員会の様子

※議第82号は、それぞれの常任委員会で所管する補正予算案を分けて審査します。

【
都
留
市
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場

条
例
の
制
定
】

使
用
料
の
徴
収
方
法
と
徴
収
事
務

の
委
託
先
は
。

使
用
料
の
徴
収
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会
に
委
託
し
て

お
り
、
徴
収
の
都
度
、
市
内
と
市
外
を

選
別
し
て
徴
収
を
し
て
い
る
。

【
都
留
市
立
病
院
運
営
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正
】

委
員
の
過
半
数
が
出
席
し
な
け
れ

ば
会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い

と
あ
る
が
、
委
任
は
含
め
な
く
て
よ
い

か
。
ま
た
、
感
染
症
等
を
想
定
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
も
含
め
て
は
ど
う
か
。

今
後
検
討
し
、
円
滑
に
会
議
が
開

か
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

施
行
日
が
新
年
度
か
ら
と
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
ま
で
の
間
に
招
集
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思

う
が
。臨

時
の
案
件
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、

施
行
日
を
公
布
の
日
か
ら
に
改
め

る
こ
と
で
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

主
な
質
疑
内
容

答 問問

次回の定例会は、
2月25日（水）午前10時開会予定です。

各委員会も傍聴することができます。
●総務産業建設常任委員会　
　3月12日（木）午前10時～
●社会厚生常任委員会
　3月12日（木）午後1時30分～
●予算特別委員会
　3月13日（金）午前10時～
　3月16日（月）午前10時～
　3月17日（火）午前10時～

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か？
傍聴は、議会の様子を議場に来て直接見たり聞いたりすること
を言います。
傍聴は、簡単な手続きで議員の活動に触れることのできる良
い機会ですので、ぜひお気軽にお越しください。（会議途中で
の入退場も可能です。）

答問答
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○は賛成　×は反対　欠は欠席　※議長は採決に加わりません。  

（議員別賛否を含む）

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　

同意 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　

都留市職員給与条例等中改正の件議第69号

都留市長等の給与条例中改正の件議第70号

市

　長

　提

　出

議
員
提
出

区

　分

議員名

議案等名

小
俣

　
　武

 

小
俣

　義
之

 

国
田

　正
己

 

谷
垣

　喜
一

鈴
木

　孝
昌

 

藤
江
喜
美
子

 

小
澤

　
　眞

 

山
本

　美
正

 

奥
秋

　
　保

 

小
林

　健
太

志
村

　武
彦

小
俣

　哲
夫

山
口

　一
裕

奥
脇

　隆
夫

 

宮
林

　
　俊

      

令和7年度都留市一般会計補正予
算(第5号)

議第71号

令和7年度都留市病院事業会計補
正予算(第3号)

議第72号

都留市ターゲットバードゴルフ場条
例制定の件

議第73号

都留市手数料条例中改正の件議第74号

都留市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例等中改正の件

議第75号

都留市立病院運営委員会条例中改
正の件 

議第76号

都留市火災予防条例中改正の件議第77号

都留市宝の山ふれあいの里条例廃
止の件

議第78号

指定管理者の指定の件(道の駅つ
る)

議第79号

財産の無償貸付けの件議第80号

市道の路線の認定の件議第81号

令和7年度都留市一般会計補正予
算(第6号)

議第82号

令和7年度都留市介護保険事業特
別会計補正予算(第3号)

議第83号

令和7年度都留市後期高齢者医療
特別会計補正予算(第2号)

議第84号

令和7年度都留市病院事業会計補
正予算(第4号)

議第85号

都留市長等の給与条例中改正の件議第86号

令和7年度都留市一般会計補正予
算(第7号)

議第87号

令和7年度都留市水道事業会計補
正予算(第2号)

議第88号

令和7年度都留市簡易水道事業会
計補正予算(第2号)

議第89号

教育委員会教育長の任命について
同意を求める件

議第90号

都留市議会の議員の議員報酬及び費
用弁償等に関する条例中改正の件

議員提出
議案第4号

議決

結果

　月定例会議決結果12
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※日向美徳議員は、10月30日までの状況となります。

議 会 日 誌

議会だより編集委員会
第27回都留いきいきフェスティバル
2025開会式典
社会資本整備推進山梨県議会議員連盟講
演会・臨時総会（決起集会）
都留文科大学創立70周年記念式典・記念講演
富士山火山噴火対策砂防事業促進期成同
盟会総会
全国自治体病院経営都市議会協議会正副
会長・監事・相談役会議（～17日）
第47回都留市合唱祭
議会だより編集委員会
第19回地域医療政策セミナー、都留・ヘン
ダーソンビル友好委員会理事会・総会
第274回山梨県市議会議長会定期総会
全員協議会、山梨県後期高齢者医療広域
連合議会第2回定例会

第32回都留障害者福祉ドリームまつり
第70回都留市文化祭式典・表彰式
都留市長選挙当選証書授与式

18日（火）

23日（日）

25日（火）

27日（木）

28日（金）
29日（土）

  5日（金）
  8日（月）
10日（水）
22日（月）
23日（火）
24日（水）

26日（金）

  1日（水）
  5日（日）

10日（金）

11日（土）
15日（水）

16日（木）

19日（日）
20日（月）
27日（月）

29日（水）
30日（木）

  2日（日）
  3日（月）
17日（月）

自治体病院全国大会2025「地域医療再生
フォーラム」、正副会長・監事・相談役による要望
活動、大月都留広域事務組合議会11月定例会
第4回つる湧水の里ランフェス開会式、日本
創生に向けた人口戦略フォーラムinやまなし
富士山火山噴火対策砂防事業促進期成同
盟会要望活動
都留市戦没者慰霊祭、地方行財政・金融講
演会
山梨県体育功労者賞受賞祝賀会
都留市青少年健全育成推進大会

前市長退任式
新市長就任式､議会運営委員会、全員協議会
12月定例会開会
代表質問、全員協議会
一般質問
総務産業建設常任委員会、社会厚生常任
委員会
議会運営委員会、全員協議会、12月定例会
閉会、社会厚生常任委員会、議会改革特別
委員会、仕事納め式

（R7.10月～12月）
各会議等における議員の欠席等　日数状況報告

小
俣

　
　武

小
俣

　義
之

国
田

　正
己

谷
垣

　喜
一

鈴
木

　孝
昌

藤
江
喜
美
子

小
澤

　
　眞

 

山
本

　美
正

奥
秋

　
　保

日
向

　美
徳

小
林

　健
太

志
村

　武
彦

小
俣

　哲
夫

山
口

　一
裕

奥
脇

　隆
夫

宮
林

　
　俊

本 　 会 　 議

常 任 委 員 会

特 別 委 員 会

全 員 協 議 会

議 員 研 修

欠 席

遅 刻

早 退

欠 席

遅 刻

早 退

欠 席

遅 刻

早 退

欠 席

遅 刻

早 退

欠 席

遅 刻

早 退

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

̶
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

̶
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

̶
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

̶
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

̶
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

̶
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

̶
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

̶
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

̶
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

̶
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

̶
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

̶
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

̶
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今
年
2
0
2
6
年
は
午
年
で
す
。「
午（
う

ま
）」
は
古
来
よ
り
俊
敏
さ
・
勇
気
・
行
動

力
の
象
徴
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
本
年
が

皆
様
に
と
っ
て
更
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
、

そ
し
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
都
留
市
で
は
昨
年
11
月
に
市
長

選
挙
が
行
わ
れ
、
新
市
長
の
も
と
、
新
た

な
市
政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
少
子
高

齢
化
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
お
り
、
市
政

の
か
じ
取
り
も
難
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、

都
留
市
の
繁
栄
の
た
め
頑
張
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
市
議
会
議
員
も
二
元
代
表
制
の

一
翼
と
し
て
、
今
後
も
市
政
発
展
の
た
め
、

市
民
の
皆
様
の
声
を
大
事
に
受
け
と
め
な

が
ら
、
日
々
の
精
進
を
怠
ら
ず
、
議
会
活

動
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す

の
で
、
身
体
に
気
を
付
け
て
毎
日

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
編
集
委
員
　
山
口
　
一
裕

都留市議会
TEL 0554-43-1111   E-mail : gikai@city.tsuru.lg.jp

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長
　
谷
垣
　
喜
一

副
委
員
長
　
奥
脇
　
隆
夫

委
　
員
　
小
俣
　
　
武

委
　
員
　
奥
秋
　
　
保

委
　
員
　
山
口
　
一
裕

この議会だよりは、環境保護のため、
再生紙、大豆インクを使用しています。

未来を紡ぐ　若者×議会
~若者と議会で織りなすこれからの都留市～
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３月定例会日程（予定）

　　●開　　会  ２月25日（水）
　　●代表質問  ３月 ９日（月）
　　●一般質問  ３月10日（火）
　　●閉　　会  ３月23日（月）

次期定例会及び請願提出について

　請願提出締切日（予定）●2月19日（木）
※定例会日程は、決定次第、市ホームページにて
　お知らせいたします。

議会だより編集委員会

●表紙の説明
　今号の表紙は、1月14日（水）に宝保育所で行われたかるた大会の
様子です。
　宝保育所では、お正月の伝統的な遊びとしてかるたが親しまれて
おり、毎年恒例の行事となっているそうです。
　当日は、年長さん、年中さん、年少さん、未満児さんとクラス別の
個人戦が行われ、どのクラスでも、子ども達は、札を読む先生の声を
よく聞いて、一生懸命取り組んでいました。

　市外から通学する私は、都留市の水の豊かさに魅力
を感じています。豊かな水が織物の産業を支え、家中
川の流れは城下町の歴史を伝えてきました。
　桂川は四季ごとに穏やかさや荒々しさを見せ、自然
の力強さを感じさせてくれます。釣り客が訪れる姿か
らも、水が人々に恵みを分け与えていることが分かり
ます。
　豊かな水が育んできた文化と自然は、未来の都留市
を形づくる力になると思います。

豊かな水とともに生きるまち

山梨県立産業技術短期大学校
都留キャンパス　　
電子技術科　1年

増井　日和さん

　私は都留市で20年を過ごし、保育園から大学まで
学びの場をすべてこの街で歩んできました。長年住み
続けるうちに、都留市はまるで自分の庭のように親し
み深い存在となり、通い慣れた母校や保育園の前を通
るたびに、アルバムを開かずとも思い出が鮮やかによ
みがえり、日々の暮らしを豊かにしてくれます。
　さらに、私は卒業後の進路として都留市内の企業か
ら内定をいただいており、これからもこの街で働き続
ける予定です。学びの場だけでなく、社会人としての
第一歩も都留市で踏み出せることに大きな喜びを感じ
ています。

都留市の学校に通って思うこと

山梨県立産業技術短期大学校
都留キャンパス　　
電子技術科　2年

松川　颯さん

　


